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ご意見、ご感想をお寄せください。 〒100－8051毎日新聞「オピニオン」係

（
東
大
教
授
、
第
３
土
曜
日
掲
載
）

９
６
２
年

月
の
キ
ュ
ー
バ

危
機
に
あ
た
っ
て
、
ケ
ネ
デ

ィ
大
統
領
が
バ
ー
バ
ラ
・
タ

ッ
ク
マ
ン
の
本
「
八
月
の
砲
声
」
を
掲

げ
つ
つ
軍
部
を
説
得
し
た
逸
話
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
。
実
は
タ
ッ
ク
マ
ン
に

は
、
も
う
一
冊
最
高
に
ス
リ
リ
ン
グ
な

本
「
決
定
的
瞬
間
」
が
あ
る
。
第
一
次

大
戦
中
の

年
、
敵
国
ド
イ
ツ
の
暗
号

を
解
読
す
る
こ
と
で
、
中
立
だ
っ
た
米

国
の
対
独
参
戦
を
結
果
的
に
促
し
、
連

合
国
を
勝
利
に
導
い
た
英
海
軍
諜
報

部
を
描
い
た
本
だ
。
作
中
、
あ
る
英
国

軍
人
が
つ
ぶ
や
く
。
ド
イ
ツ
人
は
利
口

だ
、
だ
が
彼
ら
は
「
敵
も
ま
た
利
口
か

も
し
れ
な
い
と
考
え
る
だ
け
の
賢
明

さ
」
を
欠
い
て
い
る
、
と
。

外
交
の
歴
史
を
考
え
る
時
、
こ
の
逸

話
が
常
に
頭
に
浮
か
ぶ
。
こ
の
「
賢
明

さ
」
は
、
外
交
政
策
を
立
案
す
る
際
に

は
必
須
の
も
の
だ
ろ
う
。
だ
が
、
２
０

１
２
年
に
発
足
し
た
第
２
次
安
倍
晋
三

政
権
の
対
ロ
シ
ア
外
交
を
振
り
返
っ
た

時
、
そ
の
外
交
に
「
賢
明
さ
」
は
あ
っ

た
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
考

え
た
い
。

今
か
ら
２
年
前
の

年
９
月
、
ロ
シ

ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、
年
内
の
平

和
条
約
締
結
を
日
本
に
呼
び
か
け
た
。

対
す
る
安
倍
首
相
も
翌
年
９
月
、
「
ウ

ラ
ジ
ー
ミ
ル
。
君
と
僕
は
、
同
じ
未
来

を
見
て
い
る
」
と
応
じ
て
み
せ
た
。
だ

が
、
両
国
間
に
は
、
長
期
に
わ
た
る
交

渉
の
歴
史
が
存
在
し
た
。
１
９
５
６
年

の
「
日
ソ
共
同
宣
言
」
以
降
、
政
府
は
、

北
方
四
島
（
歯
舞
群
島
・
色
丹
島
・
国

後
島
・
択
捉
島
）
の
帰
属
方
式
と
、
平

和
条
約
締
結
交
渉
の
順
序
を
め
ぐ
っ
て

の
交
渉
を
蓄
積
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
ロ
シ
ア
側
は
、
法
的
に
有

効
と
認
め
る
過
去
の
合
意
文
書
は
「
日

ソ
共
同
宣
言
」
だ
け
と
い
う
。
同
文
書

の
要
点
を
確
認
し
て
お
け
ば
、
歯
舞
群

島
と
色
丹
島
を
日
本
に
引
き
渡
す
、
た

だ
し
、
こ
の
２
島
は
平
和
条
約
締
結
後

に
現
実
に
引
き
渡
さ
れ
る
と
の
条
文

（
第
９
項
）
が
あ
る
。
な
ら
ば
、
２
島

引
き
渡
し
交
渉
、
平
和
条
約
締
結
、
引

き
渡
し
完
了
で
済
ん
で
し
ま
う
話
だ
っ

た
は
ず
だ
。

年
の
交
渉
時
に
は
日
本
の
お
家
芸

が
発
揮
さ
れ
た
。
宣
言
本
体
に
加
え
、

松
本
俊
一
全
権
と
グ
ロ
ム
イ
コ
外
務
次

官
の
往
復
書
簡
の
形
で
、
平
和
条
約
交

渉
の
中
身
に
関
し
「
領
土
問
題
を
も
含

む
」
と
の
解
釈
を
書
き
、
２
島
以
外
に

領
土
問
題
（
国
後
島
・
択
捉
島
）
が
存

在
す
る
と
認
め
さ
せ
た
の
だ
。

安
倍
内
閣
の
日
露
交
渉
が
「
日
ソ
共

同
宣
言
」
を
基
軸
と
し
た
こ
と
は
、
ロ

シ
ア
国
内
で
高
ま
る
排
外
主
義
を
考
慮

す
れ
ば
安
全
な
道
を
選
ん
だ
と
い
え
よ

う
。
だ
が
交
渉
の
基
盤
が
シ
ン
プ
ル
で

あ
れ
ば
逆
に
、
両
国
が
依
拠
す
る
歴
史

観
の
違
い
が
前
面
に
出
て
く
る
。
こ
こ

で
、
ロ
シ
ア
の
ラ
ブ
ロ
フ
外
相
が
何
度

も
、
日
本
側
は
第
二
次
大
戦
の
結
果
を

受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ

て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
い
。

れ
を
傲
慢
な
発
言
と
断
ず
る

の
で
は
な
く
、
発
言
の
背
景

を
考
え
た
い
の
だ
。
ロ
シ
ア

側
の
い
ら
立
ち
が
、
北
方
四
島
に
つ
い

て
の
日
本
側
説
明
に
あ
る
の
は
間
違
い

な
い
。
日
本
政
府
の
説
明
は
こ
う
だ
。

年
８
月
９
日
、
ソ
連
は
い
ま
だ
有
効

だ
っ
た
日
ソ
中
立
条
約
に
違
反
し
て
対

日
参
戦
し
、
今
日
に
至
る
ま
で
不
法
占

拠
を
続
け
て
い
る
、
と
。

な
ら
ば
、
条
約
に
違
反
し
て
参
戦
し

た
と
の
批
判
に
対
し
、
ロ
シ
ア
側
は
い

か
な
る
反
論
を
用
意
し
て
き
た
の
だ
ろ

う
か
。
５
月
の
本
欄
で
紹
介
し
た
清
沢

洌
も
言
っ
て
い
た
。日
本
の
不
自
由
は
、

外
交
問
題
で
相
手
の
立
場
を
説
明
で
き

な
い
こ
と
だ
、
と
。
そ
れ
を
想
起
し
つ

つ
、
一
冊
の
本
を
見
て
お
き
た
い
。

緊
張
す
る
２
国
間
関
係
の
打
開
の
た

め
、
時
に
学
術
研
究
が
有
効
な
迂
回
路

を
提
供
す
る
こ
と
が
あ
る
。
２
０
１
５

年
に
日
本
語
版
が
出
さ
れ
た
「
日
ロ
関

係
史
」
（
東
京
大
学
出
版
会
）
は
そ
の

典
型
例
と
な
ろ
う
。
日
本
側
、
五
百
旗

頭
真
氏
、
ロ
シ
ア
側
、
ト
ル
ク
ノ
フ
・

モ
ス
ク
ワ
国
際
関
係
大
学
長
を
編
者
と

し
、

世
紀
か
ら
現
代
ま
で
両
国
の
歴

史
を
全

章
に
著
し
た
。
エ
リ
ツ
ィ
ン

大
統
領
時
代
に
対
露
外
交
を
担
っ
た
東

郷
和
彦
、
東
郷
の
好
敵
手
の
元
ロ
シ
ア

大
使
パ
ノ
フ
も
執
筆
し
て
い
る
と
な
れ

ば
、本
書
の
政
治
性
を
理
解
で
き
よ
う
。

相
手
方
の
考
え
方
を
知
る
べ
き
時
、
手

に
取
る
の
に
う
っ
て
つ
け
の
本
だ
。

最
も
核
心
的
な
議
論
を
周
到
に
展
開

し
た
の
は
、
ク
ラ
フ
ツ
ェ
ビ
チ
法
政
大

教
授
の
論
考
「
ヤ
ル
タ
会
談
前
後
の
ソ

米
関
係
と
日
本
」
で
あ
る
。
当
時
の
国

際
法
規
範
の
枠
内
で
、
中
立
条
約
に
違

反
し
て
参
戦
す
る
た
め
の
法
的
根
拠
を

ソ
連
は
持
っ
て
い
た
か
、
と
の
ど
真
ん

中
の
問
い
に
答
え
て
い
る
。

中
立
条
約
締
結
国
へ
の
宣
戦
が
違
法

だ
と
百
も
承
知
の
ソ
連
の
指
導
者
、
ス

タ
ー
リ
ン
は
、

年
７
月
の
ポ
ツ
ダ
ム

会
談
の
席
上
、
連
合
国
名
で
ソ
連
の
対

日
参
戦
を
要
請
し
て
ほ
し
い
と
ト
ル
ー

マ
ン
米
大
統
領
に
求
め
る
。
ト
ル
ー
マ

ン
は
こ
れ
を
拒
む
が
、
す
ぐ
さ
ま
ス
タ

ー
リ
ン
宛
て
書
簡
で
同
じ
効
力
を
持
つ

処
方
箋
を
与
え
て
い
た
。
そ
れ
は
、

年

月
の
モ
ス
ク
ワ
宣
言
第
５
項
、
国

連
憲
章
第
１
０
３
条
、
第
１
０
６
条
を

合
わ
せ
技
で
読
め
ば
よ
い
と
の
示
唆
だ

っ
た
。
つ
ま
り
ソ
連
の
対
日
参
戦
が
連

合
国
の
合
意
に
よ
る
国
際
共
同
行
動
だ

と
認
め
る
道
が
ひ
ら
か
れ
た
。
不
法
占

領
論
へ
の
ロ
シ
ア
側
の
反
論
は
手
ご
わ

い
。
手
ご
わ
い
歴
史
観
を
持
つ
国
を
相

手
に
し
て
い
る
と
い
う
事
実
を
、
日
本

国
民
の
前
で
正
直
に
正
確
に
説
明
し
て

み
せ
る
こ
と
か
ら
、
結
果
を
出
せ
る
本

当
の
外
交
が
始
ま
る
は
ず
だ
。


